
【お問い合わせ先】

当該技術は農林水産省委託事業「食料生産地域再生のための先端技術展開事業」の成果です。

・ 酪農家にとって乳房炎は、大きな問題となってます。
・ しかし、飼育している牛群から乳房炎を “０” にするのは至難です。
・ 我々が考案した乳房炎検査と牛群ベンチマーキングを導入した乳房炎

防除管理システムは、農場の経営者、従業員および農場をサポートす
る関係者が主体となり、定期的な検査（個体ごとの体細胞数、検出細菌、
乳頭口スコア、農場環境など）のデータを活用し、PDCA※サイクルで管
理しながら、乳房炎の発生を予防していくものです。

PDCA＝Plan（計画）⇨ Do（実行）⇨  Check（評価）⇨  Action（改善）

“ こうしたい目標 ” を設定して安定した酪農経営を確保

技術の概要

期待される効果

PDCAサイクルを取入れた乳房炎管理と牛群管理ベンチマーキング
による乳房炎発生予防

・ 例えば、乳房炎に関係している乳汁中の体細胞数、細菌数や
乳頭口スコア等の現状を視覚化することができることから、そ
れを基に将来的に “こうしたい目標” を具体的に設定できます。

・ 牛群ベンチマーキングでは、各酪農家の牛群の体細胞数、細
菌数等が、国や県単位の牛群の中においてどの位置にあるか
を客観的に知ることが出来ます。そのため、経営目標の設定や
目標の到達度をつねに自身で確認することができます。

農研機構 動物衛生研究部門
電話： 029-838-7713 URL:https://www.naro.affrc.go.jp/inquiry/index.html 

DNAチップを用いた 
損耗疾病検出システム	

　衛生管理のモニター 

・乳房炎原因菌（開発済み）	
・その他（牛白血病､ヨーネ病、 

　　ＢＶＤ､ネオスポラ症､肺炎、　　 

　　腸炎など開発計画）　　 

　　	
	
	
	
	
 

	
自動小型検出システム	

牛乳房炎防除プログラム	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

酪農家が取り組む具
体的目標の設定	

支援会議 
問題解決の実行	

乳房炎
モニタリ
ングの
評価	

・乳房炎発生リスク分析・ 

　問題の抽出（環境衛生・ 

　搾乳衛生など） 

・ＤＮＡチップを用いた 

　乳房炎原因菌調査 

生産衛生 
の向上	

目的：乳房炎のリスク解析と発症低減	

取り組む具体的
目標の設定	

リスクの基準値と
ポジションを知る	

生産効率の
改善	

ベンチマーキングの手法	
目的：経営安定化•改善	


